
○ し ん ご う 保 育 園235

ぼ く と わ た し の 絵

お
涼
み
会
の
と
き
お
母
さ
ん
と
お
化
け

屋
敷
に
入
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
目
の
お

化
け
や
傘
お
化
け
が
い
ま
し
た
。
私
が

キ
ャ
ー
ッ
と
叫
ぶ
と
お
母
さ
ん
は
笑
っ

て
い
ま
し
た
。
怖
か
っ
た
ー
。

佐
々
木
　
一
鞠
さ
ん（
う
め
組
）

お
家
の
所
で
お
姉
さ
ん
と
お
花
を

摘
み
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
と
黄
色
と

紫
色
の
お
花
を
摘
み
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
な
ぁ
－
。

佐
藤
　
真
理
乃
さ
ん（
う
め
組
）

ひ
ま
り

さ
さ
き

ま
り
の

さ
と
う

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

12

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

長
 月

境
　
　
　
奏
　
翔
く
ん

Ｈ
24
・
４
・
26
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
知
徳

（
マ
マ
）
緒
梨
江

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

明
る
く
活
発
で
感
性
豊
か
な

子
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
。

９
月

人
の
動
き

男
　
1,
38
4人
（
－
３
人
）

女
　
1,
46
6人
（
－
４
人
）

計
　
2,
85
0人
（
－
７
人
）

世
帯
数
94
9世
帯（
＋
３
世
帯
）

（
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

サ
フ
ァ
イ
ア（
青
石
）

̶
 徳
望
・
誠
実
 ̶

誕
生
石

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
３
年
９
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

さ
か
い

か
な

と

日
曜
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

美
郷
館

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

２
月
特
定
健
診
（
～
６
日
）

４
水
不
用
犬
引
取
日

資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

６
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日

9
月
新
郷
村
敬
老
会

1
0
火
行
政
相
談

1
1
水
人
権
相
談
所

健
診
結
果
説
明
会

1
3
金
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

第
3
8
8
回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

1
5
日

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

敬
老
の
日

1
6
月
特
定
健
診
（
～
20
日
）

1
8
水
母
と
子
の
栄
養
教
室
・
乳
幼
児
健
康
相
談

1
9
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

2
0
金
粗
大
ご
み
収
集
日

村
民
体
育
大
会

秋
分
の
日

2
3
月

特
定
健
診
（
～
27
日
）

2
5
水

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
～
30
日
）

2
1
土

狂
犬
病
予
防
注
射
・
登
録

2
7
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
納
期
限

3
0
月

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
10
：
00
～
15
：
00

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
  9
：
00
～
12
：
00

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

８月７日　社会福祉法人福田会  後援会会長  安倍昭恵さん（安倍晋三首相夫人）の御訪問を記念しての植樹祭
　　　　　左から１番目 社会福祉法人福田会の太田孝昭理事長、４番目 SGグループ田中信幸代表、６番目 福山惠一郎村議会議長、８番目 佐々木郁夫副知事、10番目 安倍昭恵後援会会長、12番目 須藤村長
　　　　　（黄色の帽子をかぶったのは戸来小学校の三ッ嶽緑の少年団）関連記事２～３ページ

８月７日　社会福祉法人福田会  後援会会長  安倍昭恵さん（安倍晋三首相夫人）の御訪問を記念しての植樹祭
　　　　　左から１番目 社会福祉法人福田会の太田孝昭理事長、４番目 SGグループ田中信幸代表、６番目 福山惠一郎村議会議長、８番目 佐々木郁夫副知事、10番目 安倍昭恵後援会会長、12番目 須藤村長
　　　　　（黄色の帽子をかぶったのは戸来小学校の三ッ嶽緑の少年団）関連記事２～３ページ

ふくでんふくでんかいかい

福田会の子どもたちとのキャンプファイヤー福田会の子どもたちとのキャンプファイヤー 安倍首相直筆の色紙安倍首相直筆の色紙 川代ものづくり学校でのそば打ち体験川代ものづくり学校でのそば打ち体験 キリストの墓の見学キリストの墓の見学
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　８
月
６
日
午
後
、
社
会
福
祉
法

人「
福
田
会
」後
援
会
会
長
で
安
倍

晋
三
首
相
夫
人
の
昭
恵
さ
ん
が
、

本
村
を
訪
問
し
、
翌
日
の
午
後
ま

で
本
村
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　昭
恵
夫
人
は
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト

の
墓
を
見
学
し
た
後
、
村
長
室
で

須
藤
村
長
や
村
議
会
議
員
ら
と
名

刺
交
換
を
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、

川
代
も
の
づ
く
り
学
校
に
向
か
い
、

福
田
会
の
子
ど
も
た
ち
と
合
流
し

て
、
手
焼
き
煎
餅
作
り
や
布
草
履

作
り
に
挑
戦
。
布
草
履
作
り
講
師

の
一
人
、
小
坂
直
枝
さ
ん（
小
坂
）

か
ら
、「
初
め
て
作
る
と
は
思
え
な

い
く
ら
い
上
手
で
す
」
と
手
際
の

よ
さ
を
ほ
め
ら
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　夕
方
か
ら
は
、
間
木
ノ
平
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
の
ふ
れ
あ
い
の
川
で
、

福
田
会
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

イ
ワ
ナ
な
ど
の
つ
か
み
ど
り
を
体

験
。
昭
恵
夫
人
は
、
川
の
中
に
は

直
接
入
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
川

の
縁
の
と
こ
ろ
に
し
ゃ
が
ん
で
ジ

ッ
と
魚
が
来
る
の
を
待
ち
構
え
、

見
事
に
魚
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
今
回
、
福
田
会
の
子
ど
も

た
ち
を
２
泊
３
日
に
わ
た
り
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
さ
せ
た
、
村
内
９
つ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
迎
え
て
の

夕
食
会
も
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ー
ル
で
開

か
れ
、
昭
恵
夫
人
か
ら
サ
プ
ラ
イ

ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
一
人
ひ
と
り
に
、
安

倍
首
相
直
筆
の
色
紙
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　７
日
午
前
９
時
か
ら
美
郷
館
で
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
須

藤
村
長
は
じ
め
、
佐
々
木
郁
夫
副

知
事
、
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
田

中
信
幸
さ
ん
、
福
山
村
議
会
議
長

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ァ
ン
代
表

大
使
の
藤
川
優
里
さ
ん
と
生
キ
ャ

ラ
煎
餅
フ
ァ
ン
代
表
大
使
の
小
西

礼
子
さ
ん
か
ら
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
と
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
が
、
昭
恵
夫

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
役
場
正
面
玄
関
脇
で
、

戸
来
小
学
校
の
三
ッ
嶽
緑
の
少
年

団
ら
も
交
え
て
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　昭
恵
夫
人
は「
介
護
老
人
保
健

施
設
し
ん
ご
う
」と「
し
ん
ご
う
保

育
園
」も
訪
問
。
過
密
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、
農
村
女
性
と
の
懇

談
会
も
行
わ
れ
、
女
性
ら
と
終
始

笑
顔
で
接
し
、
写
真
撮
影
に
も
気

軽
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　福
田
会
は
東
京
都
渋
谷

区
で
、
児
童
養
護
施
設
や

高
齢
者
施
設
な
ど
を
運
営
。

昨
年
の
夏
に
施
設
の
子
ど
も
た

ち
17
名
が
本
村
に
12
日
間
滞
在

し
、
住
民
の
協
力
の
も
と
、
ピ

ー
マ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
収
穫
体
験

を
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
新
郷
村
で
の

体
験
を
、
福
田
会
の
後
援
会
会

長
で
あ
る
安
倍
晋
三
首
相
夫
人

の
昭
恵
さ
ん
に
お
話
し
た
と
こ

ろ
、
感
銘
を
受
け
た
夫
人
が
新

郷
村
へ
の
訪
問
を
希
望
し
、
こ

の
た
び
の
訪
問
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　「
介
護
老
人
保
健
施
設
し
ん

ご
う
」な
ど
を
運
営
し
て
い
る

Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
田
中
信

幸
氏
が
、
本
村
と
福
田
会
と
の

交
流
の
橋
渡
し
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
で
す
。

「農村女性との懇談会」出席者との記念の一枚 しんごう保育園の子どもたちと笑顔で…

暑い夏の日ざしの中、安倍後援会会長の訪問を心待ちにしていた川代集落のみなさん 歓迎セレモニーに出席した村内関係者のみなさん

歓迎セレモニーに出席してくれた住民のみなさん 飲むヨーグルトファン代表大使の藤川優里さんや生キャラ煎餅ファン代表大使の小西礼子さんら

ナニャドヤラを披露してくれたみなさん 川代大黒舞と西越駒踊りを披露してくれた子どもたち

「介護老人保健施設しんごう」訪問 村長室で飲むヨーグルトを召し上がる安倍後援会会長

福田会の子どもたちとホストファミリー
との楽しい夕食会（フラワーベールにて）

福田会の子どもたちと手焼き煎餅づくりに挑戦 川代ものづくり学校での布草履作り
左は講師の小坂直枝さん（小坂）

社会福祉法人「福田会」後援会会長　安倍  昭恵さんを
囲んでの記念写真

社会福祉法人「福田会」後援会会長　安倍  昭恵さんを
囲んでの記念写真

  
社
会
福
祉
法
人「
福
田
会
」後
援
会
会
長

　安
倍
晋
三
首
相
夫
人 

安
倍
昭
恵
さ
ん
来
村

　
　手
焼
き
煎
餅
作
り
や
布
草
履
作
り
な
ど
を
体
験

  
社
会
福
祉
法
人「
福
田
会
」後
援
会
会
長

　安
倍
晋
三
首
相
夫
人 

安
倍
昭
恵
さ
ん
来
村

　
　手
焼
き
煎
餅
作
り
や
布
草
履
作
り
な
ど
を
体
験

ふ
く
で
ん
か
い

せ
ん
べ
い

ぞ
う
り

　
社
会
福
祉
法
人

「
福
田
会
」と
新
郷
村
の

つ
な
が
り…
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む
ヨ
ー
グ
ル

ト
と
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
が
、
昭
恵
夫

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
後
、
役
場
正
面
玄
関
脇
で
、

戸
来
小
学
校
の
三
ッ
嶽
緑
の
少
年

団
ら
も
交
え
て
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　昭
恵
夫
人
は「
介
護
老
人
保
健

施
設
し
ん
ご
う
」と「
し
ん
ご
う
保

育
園
」も
訪
問
。
過
密
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、
農
村
女
性
と
の
懇

談
会
も
行
わ
れ
、
女
性
ら
と
終
始

笑
顔
で
接
し
、
写
真
撮
影
に
も
気

軽
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　福
田
会
は
東
京
都
渋
谷

区
で
、
児
童
養
護
施
設
や

高
齢
者
施
設
な
ど
を
運
営
。

昨
年
の
夏
に
施
設
の
子
ど
も
た

ち
17
名
が
本
村
に
12
日
間
滞
在

し
、
住
民
の
協
力
の
も
と
、
ピ

ー
マ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
収
穫
体
験

を
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
新
郷
村
で
の

体
験
を
、
福
田
会
の
後
援
会
会

長
で
あ
る
安
倍
晋
三
首
相
夫
人

の
昭
恵
さ
ん
に
お
話
し
た
と
こ

ろ
、
感
銘
を
受
け
た
夫
人
が
新

郷
村
へ
の
訪
問
を
希
望
し
、
こ

の
た
び
の
訪
問
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　「
介
護
老
人
保
健
施
設
し
ん

ご
う
」な
ど
を
運
営
し
て
い
る

Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
田
中
信

幸
氏
が
、
本
村
と
福
田
会
と
の

交
流
の
橋
渡
し
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
で
す
。

「農村女性との懇談会」出席者との記念の一枚 しんごう保育園の子どもたちと笑顔で…

暑い夏の日ざしの中、安倍後援会会長の訪問を心待ちにしていた川代集落のみなさん 歓迎セレモニーに出席した村内関係者のみなさん

歓迎セレモニーに出席してくれた住民のみなさん 飲むヨーグルトファン代表大使の藤川優里さんや生キャラ煎餅ファン代表大使の小西礼子さんら

ナニャドヤラを披露してくれたみなさん 川代大黒舞と西越駒踊りを披露してくれた子どもたち

「介護老人保健施設しんごう」訪問 村長室で飲むヨーグルトを召し上がる安倍後援会会長

福田会の子どもたちとホストファミリー
との楽しい夕食会（フラワーベールにて）

福田会の子どもたちと手焼き煎餅づくりに挑戦 川代ものづくり学校での布草履作り
左は講師の小坂直枝さん（小坂）

社会福祉法人「福田会」後援会会長　安倍  昭恵さんを
囲んでの記念写真

社会福祉法人「福田会」後援会会長　安倍  昭恵さんを
囲んでの記念写真

  

社
会
福
祉
法
人「
福
田
会
」後
援
会
会
長

　安
倍
晋
三
首
相
夫
人 

安
倍
昭
恵
さ
ん
来
村

　
　手
焼
き
煎
餅
作
り
や
布
草
履
作
り
な
ど
を
体
験

  

社
会
福
祉
法
人「
福
田
会
」後
援
会
会
長

　安
倍
晋
三
首
相
夫
人 

安
倍
昭
恵
さ
ん
来
村

　
　手
焼
き
煎
餅
作
り
や
布
草
履
作
り
な
ど
を
体
験

ふ
く
で
ん
か
い

せ
ん
べ
い

ぞ
う
り

　
社
会
福
祉
法
人

「
福
田
会
」と
新
郷
村
の

つ
な
が
り…
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進
会

第
48
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

県
国
保
連
合
会
か
ら

　
須
藤
村
長
・
福
山
惠
一
郎
会
長
・

佐
藤
喜
美
雄
副
会
長
が
永
年
勤
続
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

　８
月
７
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
共
進
会
会
場
で
、
第
48

回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
本
村
と
五
戸
町
か
ら
38
頭

の
肉
用
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　審
査
は
、
体
高
、
胸
囲
、
体
重

な
ど
を
基
に
、
八
戸
家
畜
保
健
衛

生
所
の
職
員
ら
４
人
に
よ
り
、
じ

っ
く
り
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　こ
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
、
髙
根
勇
悦
さ
ん

（
扇
ノ
沢
）の
肉
用
種「
た
か
」が
み

ご
と
選
ば
れ
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
、
青
森
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
か
ら
、
永
き
に

わ
た
り
村
国
保
事
業
の
推
進
に
寄

与
し
た
と
し
て
、
須
藤
村
長
・
福

山
惠
一
郎
会
長
・

佐
藤
喜
美
雄
副
会

長
の
３
人
が
表
彰

さ
れ
、７
月
16
日
、

村
長
室
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
藤
村
長
は
県
国

保
連
合
会
の
推
薦
に

よ
り
受
賞
、
福
山
会
長
と
佐
藤
副
会

長
は
、
と
も
に
平
成
13
年
か
ら
村
国

保
運
営
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お

り
、そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
石
沢
で
種

苗
圃
を
営
む
赤
坂
祐
信
さ
ん
が
、

本
村
の
林
業
振
興
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
ヒ
バ
の
苗
木
３
０
０
０

本
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　赤
坂
さ
ん
は
、

平
成
15
年
６
月

に
も
本
村
に
ヒ

バ
の
苗
木
３
、

０
０
０
本
を
寄

附
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
回
の

ヒ
バ
の
苗
木
は
、戸
来
字
二
ノ
倉
の

村
有
林
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

で
製
造
・
販
売
し
て
い
る
「
新
郷

生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」
の
材
料
と
な
る

南
部
煎
餅
の
製
造
機
械
が
こ
の
た

び
導
入
さ
れ
、
７
月
16
日
、
川
代

も
の
づ
く
り
学
校
で
火
入
れ
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　火
入
れ
式
で
は
、
須
藤
村
長
を

は
じ
め
、
川
代
も
の
づ
く
り
学
校

校
長
の
高
橋
悦
子
さ
ん
ら
関
係
者

７
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

　真
新
し
い
機
械
で
焼
か
れ
た
煎

餅
が
関
係
者
に
振
る
舞
わ
れ
る

と
、「
サ
ク
サ
ク
し
て
お
い
し
い
」

「
歯
触
り
が
い
い
」と
大
好
評
。

　ま
た
、
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
フ
ァ
ン

代
表
大
使
と
し
て
歌
手
の
小
西
礼

子
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
小
西
さ
ん
は
、
本
村
の
村

民
相
談
員
田
中
正
徳
さ
ん
が
作
詞

作
曲
し
た「
新
郷
生
キ
ャ
ラ
せ
ん

べ
い
音
頭
」を
、
田
中
さ
ん
の
生

伴
奏
で
披
露
し
ま
し
た
。

１時間で約460枚の煎餅を製造できる機械

新しい機械で製造された煎餅を試食する関係者

田中正徳村民相談員直筆の「新郷生キャラせ
んべい音頭」の歌詞－CD化を予定している

生キャラ煎餅ファン代表大使に任命された歌手の小西礼子さん（左）

「新郷生キャラせんべい音頭」を初披露する小西礼子さん（左）と作詞作曲した村民相談員の田中正徳さん（右）

煎
餅
も
自
前
で
作
れ
ま
す
！

川
代
も
の
づ
く
り
学
校
に
設
置

せ
ん
べ
い

生
キ
ャ
ラ
煎
餅
製
造
機
械
火
入
れ
式

部

第１部

第２部

第３部

第４部

第５部

経　産

母系群

等級
優等

１等

優等

１等

優等

１等

優等

１等

優等

１等

（県共へ）

優等

１等

出品者氏名
奥　山　　　真
北　上　金　作
高　山　代一郎
三　浦　恵美子
立　花　豊　治
立　花　豊　治

※髙　根　勇　悦　
谷地村　久　人
川　村　ケエコ
佐　藤　節　雄
遠　藤　郁　子
小笠原　　　強
谷地村　久　人
遠　藤　郁　子
高　山　代一郎
遠　藤　郁　子
橘　　　富　明
橘　　　富　明
長　井　　　進
長　井　　　進

地区
新郷村
五戸町
五戸町
五戸町
五戸町
五戸町
新郷村
新郷村
五戸町
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
五戸町
新郷村
五戸町
五戸町
新郷村
新郷村

◎肉用種（黒毛和種）

※はグランドチャンピオン

赤
坂
祐
信
さ
ん（
五
戸
町
石
沢
）

　

　ヒ
バ
の
苗
木
３
０
０
０
本
を
村
に
寄
附

第48回五戸地方畜産共進会受賞者名簿

田中正徳村民相談員直筆の「新郷生キャラせ

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

　髙
根
勇
悦
さ
ん
の
肉
用
種
「
た
か
」
に
決
定
！

須藤村長に目録を手渡す赤坂祐信さんのご子息（左）

赤坂さんから寄附された
ヒバの苗木3,000本

川代ものづくり学校で行われた生キャラ煎餅製造機械の火入れ式で、テープカットをする関係者

グランドチャンピオンに輝いた牛と髙根貴明さん厳正な審査が行われた共進会

表彰される本村の出品者

感謝状を伝達される福山会長（左）

感謝状を伝達される佐藤副会長（左）

体高や胸囲などの測定の様子

す
け　

の
ぶ
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赤
坂
祐
信
さ
ん（
五
戸
町
石
沢
）

　

　ヒ
バ
の
苗
木
３
０
０
０
本
を
村
に
寄
附

第48回五戸地方畜産共進会受賞者名簿

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は

　髙
根
勇
悦
さ
ん
の
肉
用
種
「
た
か
」
に
決
定
！

須藤村長に目録を手渡す赤坂祐信さんのご子息（左）

赤坂さんから寄附された
ヒバの苗木3,000本

川代ものづくり学校で行われた生キャラ煎餅製造機械の火入れ式で、テープカットをする関係者

グランドチャンピオンに輝いた牛と髙根貴明さん厳正な審査が行われた共進会

表彰される本村の出品者

感謝状を伝達される福山会長（左）

感謝状を伝達される佐藤副会長（左）

体高や胸囲などの測定の様子

す
け　

の
ぶ
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　人
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う

第
45
回
新
郷
村
成
人
祭
が
８
月

13
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
対
象
者
24
名
中
20
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
新
成
人
の
福
山
雄

希
さ
ん
が
村
民
憲
章
を
唱
和
。

　菊
池
教
育
長
が
成
人
者
一
人
ひ

と
り
を
紹
介
し
、
須
藤
村
長
が
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　成
人
者
を
代
表
し
、
田
守
結
香

子
さ
ん
に
、
村
か
ら
村
民
憲
章
を

プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が

贈
ら
れ
、
井
上
直
人
さ
ん
が
、

「
自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
新

郷
村
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
村

発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」と

は
た
ち
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　こ
の
あ
と
、
㈱
功
和
産
業
社
長

の
舘
功
悦
さ
ん（
舘
神
出
身
）が
、

「
人
生
」と
題
し
て
記
念
講
演
を
し

ま
し
た
。

　こ
の
た
び
、
小
﨑
ケ
イ
子
氏

（
中
通
り
）が
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
を
委
嘱（
再
任
）さ

れ
、
８
月
５
日
、
村
長
室
で
須
藤

村
長
か
ら
小
﨑
氏
に
委
嘱
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

25
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

　小
﨑
氏
は
平
成
19
年
か
ら
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
お
り
、

今
年
５
月
に
は
、
仙
台
法
務
局
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
戸
来
地
区
防
犯
協

会（
会
長

　長
峯
賢
一
）が
、
東
北

管
区
警
察
局
長
と
東
北
防
犯
協
会

連
絡
協
議
会
か
ら
連
名
表
彰
さ

れ
、
８
月
５
日
、
村
長
室
で
須
藤

村
長
か
ら
長
峯
会
長
に
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　戸
来
地
区
防
犯
協
会
は
、
間
木

ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
夜
間
の

警
備
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
警
備
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　新
郷
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
須
藤
良
美
会
長
）と
新
郷
村
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会（
角
岸
千
穂

子
会
長
）は
７
月
30
日
、
村
診
療

所
前
で
毎
年
恒
例
の
交
通
安
全
プ

レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
開
始
前
に
、

五
戸
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会

西
越
支
部（
支
部
長

　川
代
仁
）

に
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０
、

５
０
０
日
を
達
成
し
た
と
し
て
、

五
戸
警
察
署
と
五
戸
地
区
交
通
安

全
対
策
協
議
会
の
連
名
で
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　７
月
９
日
、
八
戸
市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
き
き
酒
選
手
権
青
森
県

予
選
会
で
、
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活

性
化
公
社
職
員
の
角
岸
秀
伸
さ
ん

（
川
代
日
向
）が
、
み
ご
と
１
位
に

な
り
、
県
代
表
の
一
人
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　予
選
会
は
八
戸
と
弘
前
の
２
つ

の
会
場
で
開
か
れ
、
角
岸
さ
ん
は

八
戸
会
場
に
出
場
。
銘
柄
を
当
て

る
の
で
は
な
く
、
２
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
た
７
種
類
の
日
本

酒
を
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
れ
ば
高
得
点
と
な
る
と
い
う
も

の
。　角

岸
さ
ん
は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
味
覚
と
感
覚
で
、
10
月
25
日
に

東
京
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
予
定
で
す
。

恩師らに祝福され、記念の一枚（山村開発センターにて撮影）

成人者を前に講演する舘功悦社長

新成人に贈られた村民憲章が
プリントされたＴシャツ

成人者を代表して、はたちの誓いを述べる井上直人さん

下栃棚敦史さん 岩本真弓さん

記
念
講
演
の
講
師
は
会
社
社
長
の

舘
功
悦
さ
ん（
舘
神
出
身
）

夏
の
成
人
祭

夏
の
成
人
祭

24
名
が
大
人
の

仲
間
入
り

  

二
十
歳
を
迎
え
て
、
う
れ
し

い
で
す
。
親
に
感
謝
し
、
少
し

ず
つ
親
に
恩
返
し
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

  

私
は
今
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育

士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
す
て
き
な
先
生

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

表彰された長峯賢一戸来地区防犯協会会長（右） 委嘱状を伝達される小﨑ケイ子人権擁護委員（左）

人
権
擁
護
委
員
に
小
﨑
ケ
イ
子
氏
が
再
任
さ
れ
る

戸
来
地
区
防
犯
協
会

東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
防
犯
協
会
連
絡

協
議
会
か
ら
連
名
表
彰

交通安全プレゼント作戦に参加したメンバー

全国きき酒選手権青森県代表の
一人に選ばれた角岸秀伸さん

五戸警察署長（右）から感謝状を贈られる川代仁五戸地区交通安全対策協議会西越支部長（中央）

五
戸
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　西
越
支
部

　
　交
通
死
亡
事
故
２
０
、５
０
０
日 

達
成
！

安全運転 を呼びかけ！
交通安全プレゼント作戦

安全運転 を呼びかけ！
交通安全プレゼント作戦

角
岸
秀
伸
さ
ん（
川
代
日
向
）が
県
代
表
に
！

全
国
き
き
酒
選
手
権

青
森
県
予
選
会
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全国一斉！法務局休日相談所の開設

　新
し
く
な
っ
た
プ
ー
ル
は
水
面
の
色

が
前
と
は
違
い
、
き
れ
い
に
感
じ
ま
し

た
。
今
日
は
、
ま
だ
寒
い
な
あ
。

　プ
ー
ル
が
新
し
く
な
っ
て
、
め
っ
ち

ゃ
き
れ
い
！
床
が
歩
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
監
視
し
た
い

で
す
。

　去
年
ま
で
の
プ
ー
ル
は
、
虻
と
か
葉

っ
ぱ
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
し

く
な
っ
た
ら
気
持
ち
い
い
で
す
。（
香

那
美
さ
ん
）

　今
日
は
水
の
温
度
が
ぬ
る
く
て
ち
ょ

う
ど
い
い
で
す
。
超
き
れ
い
！
（
柊
作

く
ん
）

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所県南果樹部参観デーのご案内

あなた自慢のふるさとの風景をお送りください

第６回ふるさとあおもり景観賞応募受付中
募集期間：平成26年３月31日まで
→詳しくは、「第６回ふるさとあおもり景観賞　募集
　要領」をご覧になるか、

  ふるさとあおもり景観賞　検索  してください。

　今年は、新郷遊漁会が景観賞を
受賞しました。
　募集要領は、役場企画グループに
あります。
問い合わせ先：新郷村役場総務課企画グループ　
　　　　　　　ＴＥＬ ７８－２１１１
　　　　　　　ＦＡＸ ７８－２１１８

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化す
るため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽
法では次のことが義務付けられています。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後及び年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来
の浄化機能が十分に発揮されているかを判定するも
ので、社団法人青森県浄化槽検査センター（電話017－
726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変
更時などには、八戸環境管理事務所（電話0178－27－
5111）への届出等が必要です。

◎職　　務　後期高齢者医療制度の運営に関する
　　　　　　意見・提案を行っていただきます。
◎任　　期　委嘱の日から２年間
◎応募資格　県内在住40歳以上の方で、平日昼間
　　　　　　青森市での会議に出席できる方
◎募集人員　８人（応募者の中から選考により決定）
①被保険者　６人
②65歳以上障害認定の被保険者　１人
③後期高齢者医療以外の医療保険被保険者　１人
◎応募方法　応募用紙及び「後期高齢者医療制度に
　　　　　　関する意見（400字程度）」を提出
◎応募期間　平成25年９月２日（月）～24日（火）
◎謝 礼 等　会議１回の出席につき謝礼5,000円及び
　　　　　　交通費（公共交通機関利用実費相当額）
◎応募用紙等の配布、お問い合わせ先
　　　　　　新郷村住民生活課窓口
　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　総務課
　　　　　　℡ 017－721－3821　ホームページ
　　　　　　http://www.aomori-kouikirengou.jp/

１．と　　き　平成25年９月19日（木）午前９時～午後４時
２．と こ ろ　（地独）青森県産業技術センターりんご
　　　　　　　研究所県南果樹部
　　　　　　　三戸郡五戸町扇田字長下タ２
　　　　　　　℡ 0178－62－4111
３．行事内容
①果樹試験園地の公開
　・話題の赤い西洋なし公開ツアー　午後１時～１時30分
②果樹栽培相談所の開設
　・品種特性、栽培方法、病害虫防除など
③主要成果の資料展示
④果実の展示・試食
４．併設催事
①なし果実品評会（青森県なし振興協会主催）
②農業資材、地域農産物、農業図書などの展示・販売
５．そ の 他
①場内生産物の販売（午前９時～なくなり次第終了）

浄化槽を正しく使いましょう。

⬅

全国一斉！法務局休日相談所の開設
１．開 催 日　平成25年10月６日（日）
　　時　　間　午前10時～午後４時まで
　　場　　所　八戸市根城９丁目13－９　青森地方法務局八戸支局　地下会議室
　　相談方法　面接方式（事前予約不要）
２．相談内容

　土地・建物の登記、土地の境界問題（含む筆界特定）、通産相続、戸籍の取扱い、家賃等の供託、借地・
借家、遺言、近所等のトラブル、セクシャルハラスメント、子どものいじめや体罰問題など毎日の生活
の中で困っている問題があるときは、お気軽にご相談ください。
　いずれも相談は無料で、秘密は守られます。

３．相談担当者　司法書士・土地家屋調査士・人権擁護委員・法務局職員

お問い合わせ・・・青森地方法務局八戸支局総務課
　　　　　　　　　℡ 0178－24－3351
　　　　　　　　　（土曜日・日曜日・祝日を除く）
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後期高齢者医療制度の運営に関する
『運営懇談会』委員の公募を行っています。
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全国一斉！法務局休日相談所の開設

　新
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、
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た
。
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な
あ
。
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、
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き
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い
！
床
が
歩
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
気
を
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け
て
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視
し
た
い

で
す
。

　去
年
ま
で
の
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ー
ル
は
、
虻
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葉

っ
ぱ
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
し

く
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っ
た
ら
気
持
ち
い
い
で
す
。（
香

那
美
さ
ん
）

　今
日
は
水
の
温
度
が
ぬ
る
く
て
ち
ょ

う
ど
い
い
で
す
。
超
き
れ
い
！
（
柊
作

く
ん
）

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所県南果樹部参観デーのご案内

あなた自慢のふるさとの風景をお送りください

第６回ふるさとあおもり景観賞応募受付中
募集期間：平成26年３月31日まで
→詳しくは、「第６回ふるさとあおもり景観賞　募集
　要領」をご覧になるか、

  ふるさとあおもり景観賞　検索  してください。

　今年は、新郷遊漁会が景観賞を
受賞しました。
　募集要領は、役場企画グループに
あります。
問い合わせ先：新郷村役場総務課企画グループ　
　　　　　　　ＴＥＬ ７８－２１１１
　　　　　　　ＦＡＸ ７８－２１１８

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化す
るため、適正な管理が必要です。そのため、浄化槽
法では次のことが義務付けられています。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後及び年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来
の浄化機能が十分に発揮されているかを判定するも
ので、社団法人青森県浄化槽検査センター（電話017－
726－9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変
更時などには、八戸環境管理事務所（電話0178－27－
5111）への届出等が必要です。

◎職　　務　後期高齢者医療制度の運営に関する
　　　　　　意見・提案を行っていただきます。
◎任　　期　委嘱の日から２年間
◎応募資格　県内在住40歳以上の方で、平日昼間
　　　　　　青森市での会議に出席できる方
◎募集人員　８人（応募者の中から選考により決定）
①被保険者　６人
②65歳以上障害認定の被保険者　１人
③後期高齢者医療以外の医療保険被保険者　１人

◎応募方法　応募用紙及び「後期高齢者医療制度に
　　　　　　関する意見（400字程度）」を提出
◎応募期間　平成25年９月２日（月）～24日（火）
◎謝 礼 等　会議１回の出席につき謝礼5,000円及び
　　　　　　交通費（公共交通機関利用実費相当額）
◎応募用紙等の配布、お問い合わせ先
　　　　　　新郷村住民生活課窓口
　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　総務課
　　　　　　℡ 017－721－3821　ホームページ
　　　　　　http://www.aomori-kouikirengou.jp/

１．と　　き　平成25年９月19日（木）午前９時～午後４時
２．と こ ろ　（地独）青森県産業技術センターりんご
　　　　　　　研究所県南果樹部
　　　　　　　三戸郡五戸町扇田字長下タ２
　　　　　　　℡ 0178－62－4111
３．行事内容
①果樹試験園地の公開
　・話題の赤い西洋なし公開ツアー　午後１時～１時30分
②果樹栽培相談所の開設
　・品種特性、栽培方法、病害虫防除など
③主要成果の資料展示
④果実の展示・試食
４．併設催事
①なし果実品評会（青森県なし振興協会主催）
②農業資材、地域農産物、農業図書などの展示・販売
５．そ の 他
①場内生産物の販売（午前９時～なくなり次第終了）

浄化槽を正しく使いましょう。

⬅

全国一斉！法務局休日相談所の開設
１．開 催 日　平成25年10月６日（日）
　　時　　間　午前10時～午後４時まで
　　場　　所　八戸市根城９丁目13－９　青森地方法務局八戸支局　地下会議室
　　相談方法　面接方式（事前予約不要）
２．相談内容

　土地・建物の登記、土地の境界問題（含む筆界特定）、通産相続、戸籍の取扱い、家賃等の供託、借地・
借家、遺言、近所等のトラブル、セクシャルハラスメント、子どものいじめや体罰問題など毎日の生活
の中で困っている問題があるときは、お気軽にご相談ください。
　いずれも相談は無料で、秘密は守られます。

３．相談担当者　司法書士・土地家屋調査士・人権擁護委員・法務局職員

お問い合わせ・・・青森地方法務局八戸支局総務課
　　　　　　　　　℡ 0178－24－3351
　　　　　　　　　（土曜日・日曜日・祝日を除く）

村民プール
待望のリニューアルオープン！
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後期高齢者医療制度の運営に関する
『運営懇談会』委員の公募を行っています。

め
い
ふ
く



1011　広報しんごう　H25・８

　突然の病気や怪我により心停止になった場合、「心肺蘇生法」を行うことで救命率は格段に高くなります。
心肺蘇生法は特殊な医療資材は必要とせず、特別な資格がなくても誰でも行うことができます。
　心停止になった人を救うには、次の４つの要素「救命の連鎖」が効率良く機能することが重要です。
　　
●心停止の予防
　・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習慣病のリスク低下等で予防が可能。
●心停止の早期認識と通報
　・反応のない人をみたら心停止を疑い、119番通報をする。
●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
　・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用する。
●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
　・医師や救急救命士による高度な救命処置と心拍再開後の専門的治療。

　皆さんは４つの要素のうち、３つの大きな役割を担っています。また、心停止の発生は約70％が住宅で発生
しており、皆さんが遭遇する可能性は十分にあります。救命の可能性は時間の経過と共に急激に減少しますが、
村民の皆さんが救命処置を行うことで救命の可能性が２倍程度に保たれることがわかっています。心肺蘇生法
やＡＥＤの取り扱い方を学んでみませんか。お気軽にお問い合わせください。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

「法の日司法書士無料法律相談会」

〜反射材　光って目立って　事故防止！〜

秋の全国交通安全運動のお知らせ
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　納税証明書の交付申請をするときは、次のとおり、
本人確認をさせていただいております。
１．納税義務者本人（法人の場合は代表者）が交付
申請の手続を行う場合
　運転免許証、パスポート、健康保険の被保険者
証（保険証）など、本人であることを証明する書類
の提示をお願いしています。
２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続を行う場合
　納税義務者本人（法人の場合は代表者）からの委
任状と印鑑登録証明書のほか、交付申請の手続を
行う方について、本人であることを証明する書類
の提示をお願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は
代表者）の記名押印（印鑑登録された印の押印）を
お願いします。
　なお、継続検査（車検）用の自動車税納税証明書の
交付申請については、印鑑登録証明書は不要です。

三八地域県民局県税部　納税管理課
℡ 0178－27－5111　内線 211･327･357

　日本語を話したい人、友達を作りたい人、待って
ます！
期　　間：９月３日～３月18日、全21回（冬期休暇あり）
　　　　　☆途中からの参加も可
日　　時：毎週火曜日、18：30～20：30
場　　所：福祉公民館（八戸市類家）
対　　象：八戸市近郊に在住の外国人
ク ラ ス：５クラス、レベル別（初級～初中級）
受 講 料：4,500円（資料代、その他）
申し込み：NPO法人みちのく国際日本語教育センター
　　　　　℡ 080－6026－3109（明日山）
　　　　　℡ 080－6051－3109（馬場）
　　　　　npo-mijec@ezweb.ne.jp

　この時期は、秋の行楽による事故や、
日没が早まる夕暮れ時の事故の多発が懸
念されることから、県民一人ひとりに、
交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践
を習慣づけることにより、交通事故を防
止することを目的とする。

９月21日（土）から９月30日（月）まで
（10日間）

１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗

用中の交通事故防止
　　（特に、反射材用品等の着用の推進

及び自転車前照灯の点灯の徹底）
３．全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
４．飲酒運転の根絶

◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強

い目的意識を有する高等学校卒業者
（平成26年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成25年10月７日（月）～11月28日（木）
◇試 験 日　平成25年12月５日（木）
◇合格発表　平成25年12月12日（木）
問い合わせ先　訓練第一課　学生係
　　　　　　　℡ 0178－28－6811

○職種・採用予定人員
　上級行政：１名程度
　上級土木：１名程度
　中級社会福祉：１名程度
○受験資格
【上級行政　・上級土木】
　昭和60年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれた者で、大学を卒業した者または平成26年
３月31日までに大学卒業見込みの者。

【中級社会福祉】
　昭和54年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれた者で、短期大学以上を卒業し、社会福祉
士の国家資格を有する者（取得見込み含む）。
○試験の内容
　①一次試験：教養試験・専門試験
　②二次試験：作文試験・面接
○試験日・会場
　①一次試験　　平成25年10月20日（日）
　　試験会場　　新郷村役場

　障害者の方を対象とした事業所との就職面接会です！
と　　き　平成25年10月24日（木）午後１：00～午後３：30　※受付は午後０時30分からとなります。
と こ ろ　八戸プラザホテル　アーバンホール「芙蓉の間」
　　　　　八戸市柏崎１－６－６　℡ 0178－44－3121
申込方法　事前に管轄のハローワークへお申し込みください。
　　　　　申込期日：事業所の方…９月２日（月）　求職者の方…10月９日（水）
※ハローワークで障害者求職登録の対象となる方は次のいずれかに該当する方です。
①身体障害者手帳、愛護手帳、精神障害者福祉手帳のいずれかをお持ちの方
②統合失調症、てんかん、そううつ病を罹患されている方
③高次脳機能障害、発達障害をお持ちの方
④難治性疾患克服研究事業対象疾患（特定疾患）を罹患されている方

ハローワーク八戸　　〒031－0071　八戸市沼館４－７－120 　 ℡ 0178－22－8609
ハローワーク十和田　〒034－0082　十和田市西二番町14－12　℡ 0176－23－5361

八戸工科学院学生募集
　10月１日は法の日です。日常生活での困りごとや
法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に応じ
ます。下記のとおり県内各地にて面談での相談に
応じますので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　多重債務・相続・登記・成年後見・裁判
　　　　　所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆八戸会場　10月５日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　八戸商工会館　３階　第１会議室
　住　　所　〒031－8511　八戸市大字堀端町２－３
◆十和田会場　10月５日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　十和田市東公民館　１階　視聴覚室
　住　　所　〒034－0001　十和田市大字三本木字
　　　　　　　　　　　　里ノ沢１－240

　②二次試験　　一次試験合格者に追っ
　　　　　　　　て通知します。
○受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グル
ープで直接受け取るか、村ホームページからダウ
ンロードできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
　　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
○受付期間
　９月２日（月）～９月19日（木）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、９月19日（木）必着
有効とします。
○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
新郷村役場総務課　総務グループ　松森
℡ 78－2111　内線155

秋の全国交通安全運動のお知らせ

　交通事故の半数以上は、夜間に発生しています。
　反射材を身に付けて、「人がいること」を知らせま
しょう！

運動の
目　的

運動の
期　間

運動の
重　点

新 郷 村 職 員 を 募 集 し ま す

平成25年度障害者就職面接会

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

納税証明書交付申請時の本人確認にご協力ください

「外国人のための日本語講座」
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　突然の病気や怪我により心停止になった場合、「心肺蘇生法」を行うことで救命率は格段に高くなります。
心肺蘇生法は特殊な医療資材は必要とせず、特別な資格がなくても誰でも行うことができます。
　心停止になった人を救うには、次の４つの要素「救命の連鎖」が効率良く機能することが重要です。
　　
●心停止の予防
　・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習慣病のリスク低下等で予防が可能。
●心停止の早期認識と通報
　・反応のない人をみたら心停止を疑い、119番通報をする。
●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
　・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用する。
●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
　・医師や救急救命士による高度な救命処置と心拍再開後の専門的治療。

　皆さんは４つの要素のうち、３つの大きな役割を担っています。また、心停止の発生は約70％が住宅で発生
しており、皆さんが遭遇する可能性は十分にあります。救命の可能性は時間の経過と共に急激に減少しますが、
村民の皆さんが救命処置を行うことで救命の可能性が２倍程度に保たれることがわかっています。心肺蘇生法
やＡＥＤの取り扱い方を学んでみませんか。お気軽にお問い合わせください。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

「法の日司法書士無料法律相談会」

〜反射材　光って目立って　事故防止！〜〜反射材　光って目立って　事故防止！〜

秋の全国交通安全運動のお知らせ
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　納税証明書の交付申請をするときは、次のとおり、
本人確認をさせていただいております。
１．納税義務者本人（法人の場合は代表者）が交付
申請の手続を行う場合
　運転免許証、パスポート、健康保険の被保険者
証（保険証）など、本人であることを証明する書類
の提示をお願いしています。
２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続を行う場合
　納税義務者本人（法人の場合は代表者）からの委
任状と印鑑登録証明書のほか、交付申請の手続を
行う方について、本人であることを証明する書類
の提示をお願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は
代表者）の記名押印（印鑑登録された印の押印）を
お願いします。
　なお、継続検査（車検）用の自動車税納税証明書の
交付申請については、印鑑登録証明書は不要です。

三八地域県民局県税部　納税管理課
℡ 0178－27－5111　内線 211･327･357

　日本語を話したい人、友達を作りたい人、待って
ます！
期　　間：９月３日～３月18日、全21回（冬期休暇あり）
　　　　　☆途中からの参加も可
日　　時：毎週火曜日、18：30～20：30
場　　所：福祉公民館（八戸市類家）
対　　象：八戸市近郊に在住の外国人
ク ラ ス：５クラス、レベル別（初級～初中級）
受 講 料：4,500円（資料代、その他）
申し込み：NPO法人みちのく国際日本語教育センター
　　　　　℡ 080－6026－3109（明日山）
　　　　　℡ 080－6051－3109（馬場）
　　　　　npo-mijec@ezweb.ne.jp

　この時期は、秋の行楽による事故や、
日没が早まる夕暮れ時の事故の多発が懸
念されることから、県民一人ひとりに、
交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践
を習慣づけることにより、交通事故を防
止することを目的とする。

９月21日（土）から９月30日（月）まで
（10日間）

１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗

用中の交通事故防止
　　（特に、反射材用品等の着用の推進

及び自転車前照灯の点灯の徹底）
３．全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
４．飲酒運転の根絶

◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強

い目的意識を有する高等学校卒業者
（平成26年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成25年10月７日（月）～11月28日（木）
◇試 験 日　平成25年12月５日（木）
◇合格発表　平成25年12月12日（木）
問い合わせ先　訓練第一課　学生係
　　　　　　　℡ 0178－28－6811

○職種・採用予定人員
　上級行政：１名程度
　上級土木：１名程度
　中級社会福祉：１名程度
○受験資格
【上級行政　・上級土木】
　昭和60年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれた者で、大学を卒業した者または平成26年
３月31日までに大学卒業見込みの者。
【中級社会福祉】
　昭和54年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれた者で、短期大学以上を卒業し、社会福祉
士の国家資格を有する者（取得見込み含む）。
○試験の内容
　①一次試験：教養試験・専門試験
　②二次試験：作文試験・面接
○試験日・会場
　①一次試験　　平成25年10月20日（日）
　　試験会場　　新郷村役場

　障害者の方を対象とした事業所との就職面接会です！
と　　き　平成25年10月24日（木）午後１：00～午後３：30　※受付は午後０時30分からとなります。
と こ ろ　八戸プラザホテル　アーバンホール「芙蓉の間」
　　　　　八戸市柏崎１－６－６　℡ 0178－44－3121
申込方法　事前に管轄のハローワークへお申し込みください。
　　　　　申込期日：事業所の方…９月２日（月）　求職者の方…10月９日（水）
※ハローワークで障害者求職登録の対象となる方は次のいずれかに該当する方です。
①身体障害者手帳、愛護手帳、精神障害者福祉手帳のいずれかをお持ちの方
②統合失調症、てんかん、そううつ病を罹患されている方
③高次脳機能障害、発達障害をお持ちの方
④難治性疾患克服研究事業対象疾患（特定疾患）を罹患されている方

ハローワーク八戸　　〒031－0071　八戸市沼館４－７－120 　 ℡ 0178－22－8609
ハローワーク十和田　〒034－0082　十和田市西二番町14－12　℡ 0176－23－5361

八戸工科学院学生募集
　10月１日は法の日です。日常生活での困りごとや
法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に応じ
ます。下記のとおり県内各地にて面談での相談に
応じますので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　多重債務・相続・登記・成年後見・裁判
　　　　　所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆八戸会場　10月５日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　八戸商工会館　３階　第１会議室
　住　　所　〒031－8511　八戸市大字堀端町２－３
◆十和田会場　10月５日（土）午前10時～午後３時
　　　　　　（面談相談）
　会 場 名　十和田市東公民館　１階　視聴覚室
　住　　所　〒034－0001　十和田市大字三本木字
　　　　　　　　　　　　里ノ沢１－240

　②二次試験　　一次試験合格者に追っ
　　　　　　　　て通知します。
○受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グル
ープで直接受け取るか、村ホームページからダウ
ンロードできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
　　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
○受付期間
　９月２日（月）～９月19日（木）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　郵送による提出の場合は、９月19日（木）必着
有効とします。
○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
新郷村役場総務課　総務グループ　松森
℡ 78－2111　内線155

秋の全国交通安全運動のお知らせ

　交通事故の半数以上は、夜間に発生しています。
　反射材を身に付けて、「人がいること」を知らせま
しょう！

運動の
目　的

運動の
期　間

運動の
重　点

新 郷 村 職 員 を 募 集 し ま す

平成25年度障害者就職面接会

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

納税証明書交付申請時の本人確認にご協力ください

「外国人のための日本語講座」
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お涼み会のときお母さんとお化け
屋敷に入りました。ひとつ目のお
化けや傘お化けがいました。私が
キャーッと叫ぶとお母さんは笑っ
ていました。怖かったー。

佐々木　一鞠さん（うめ組）
お家の所でお姉さんとお花を
摘みました。ピンクと黄色と
紫色のお花を摘みました。楽し
かったなぁ－。

佐藤　真理乃さん（うめ組）
ひまりさ さ き ま り のさとう

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

長 月

境　　　奏　翔くん
Ｈ24・４・26生
（地区）戸来
（パパ）知徳
（ママ）緒梨江
パパとママのねがい

明るく活発で感性豊かな
子に育って欲しいです。

９月
人の動き

男　1,384人（－３人）
女　1,466人（－４人）
計　2,850人（－７人）
世帯数949世帯（＋３世帯）
（平成25年７月31日現在）
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むらのガイド

平成25年

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶誕 生 石

ながつき
September

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１３年９月
行　　事　　等 備　　　考

さかい かな と

日 曜
青森県民駅伝競走大会

美郷館

総合福祉センター

総合福祉センター

１ 日
新郷温泉館休館日２ 月
特定健診（～６日）４ 水 不用犬引取日
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日６ 金
新郷温泉館休館日9 月
新郷村敬老会10 火
行政相談11 水
人権相談所
健診結果説明会13 金
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
第388回子ども会親子早起き掃除15 日 飲むヨーグルト・生キャラ煎餅ファン感謝デー
敬老の日16 月
特定健診（～20日）18 水
母と子の栄養教室・乳幼児健康相談19 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日20 金 粗大ごみ収集日

村民体育大会
秋分の日23 月

特定健診（～27日）25 水

秋の全国交通安全運動（～30日）21 土

狂犬病予防注射・登録27 金 燃えないごみ収集日
新郷温泉館休館日
国民健康保険税第２期納期限30 月

山村開発センター２階　相談室　10：00～15：00
山村開発センター２階　相談室　  9：00～12：00

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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